
 

 

様 式 Ｃ－７－１ 
 
 

平成２１年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 １ ４ ６ ０ ３       2. 研究機関名  奈良先端科学技術大学院大学           

                        

3. 研 究 種 目 名    若手研究(B)        4. 研究期間      平 成  20 年 度  ～  平 成   21 年 度 

 

5. 課 題 番 号 2 0 7 5 0 0 9 4

 

6. 研 究 課 題 名 固液界面重縮合による有機半導体―有機半導体ヘテロ接合高分子薄膜の構築                 

 

7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 

3 0 3 4 6 3 1 6 
ナイトウ マサノブ

 物質創成科学研究科  助教 内藤 昌信 
8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

 

9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 有機半導体超薄膜の作製において、1 分子レベルで膜厚が精密に制御できれば分子素子の高機能化

が実現できるが、非常に高度な製膜技術が必要とされる。本研究では OH 基で表面修飾した基板を機

能性π共役平面分子フタロシアニン (Pc)溶液中に浸漬・乾燥の操作を繰り返すのみで、Pc を 1 分子

層ずつ精密に積層できることを明らかにした。 
 実験は次のように行った。OH 基表面を持つ基板は、水晶発振子マイクロバランス (QCM)の金基

板表面を 6-hydroxy-1-hexane-thiol で被覆して作製した。得られた基板を、配位中心に SiOH 基を

持つ Pc の CHCl3 溶液 (15μ M)中に所定時間浸漬した後、CHCl3 で洗浄した。基板表面に積層した

Pc の乾燥重量は QCM の振動数変化より算出した。 
H21 年度は本知見を元に、n 型半導体特性が期待できるテトラキス(ピラジイミダゾ)ポルフィラジン

(PyPz1)を設計、合成した。得られた PyPz1 はπ-πスタッキングを駆動力として 1 次元集積化した

超 分子ワイヤを形成した。 
PyPz1 は、5 段階の反応で合成した。同定は MALDI-TOF-MS および元素分析で行った。PyPz1 の

種々の有機溶媒中における UV-vis スペクトル測定を行った。その結果、配位性溶媒であるピリジン

中では 690 nm 付近に単量体に由来する急峻な吸収を示した。一方、クロロホルム、THF、トルエン

中では Q 帯に由来する吸収が約 30 nm ブルーシフトすることが明らかになった。これは PyPz1 がπ

-πスタッキングによる H 会合体を形成した 1 次元超分子構造を形成したことを示唆している。さら

に、会合挙動や光学特性の詳細についても検討を行った。                   
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